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（概要） 

Cu-(In,Ga)-Se 系などの薄膜太陽電池では変換効率向上のためドープされるナトリウム、カリウム

などの軽金属の薄膜内の挙動に関心が持たれている 1)。本研究では、全反射中性子線誘起ガンマ線

分光法（Total reflection neutron induced Gamma-ray spectroscopy, TN-γ）2,3) の適用可能性を探ること

を目的としている。本手法については J-PARCMLF において開発を進めてきているが、JRR-3 の単

色中性子線を用いると、特定の界面に局在する元素に関して、さらに分解能の高い検出ができる可

能性がある。 
キーワード：電極／電解質界面、吸着構造 
 （1 行あける） 
１．目的 

単色中性子を用いた TN-γ法を確立するための最初の段階として、本実験では、信号強度やバッ

クグラウンド等、今後の実験を企画するうえで重要な情報を余さず取得する。 
２．方法 
本実験では MUSASI-L において行う。全反射中性子線誘起ガンマ線分光法では、中性子の全反射

を利用するため、0.1～0.3mm の狭い幅の中性子を用いる点に特色がある。本実験では、モデル試料

の表面近傍に、側面方向から狭く制限した中性子を照射し、その際に得られる試料からの γ 線スペ

クトル、および中性子を照射しない条件下でのバックグラウンド γ 線スペクトルを検出器（KromeK
社 CdZnTe 半導体検出器、GR1A）によって測定する。 
３．結果及び考察 
 本実験では、信号強度の見積もりを行うことを目的と

して、ナトリウムやカリウムと比較して即発ガンマ線の

発生の散乱断面積が約 3 桁上回るサマリウム金属のペ

レットを用いた。図 1 は、MUSASI でシャッターを閉じ

た状態でのバックグラウンドγ線スペクトル(b)および、

シャッターを開けて、0.2mm 幅の狭いスリットを通過し

た中性子が試料を照射したときのγ線スペクトル(a)を
あわせて示す。測定時間で規格化しており、両者の強度

は同じスケールで議論できる。149Sm による 2 つのピー

ク（335.4、439.5）が検出された。479keV のピークはス

リット等装置周辺の 10B 由来、512.2  keV は対消滅γ線

ピークである。信号対バックグラウンド比は、おおむね

2:1 である。ビームサイズを中性子イメージングプレー

トで実測した結果、4mm 幅であり、中性子全反射を試み

る場合には、スペクトルは 1/20 程度になる可能性があ

る。更に、中性子シャッター閉の時のバックグラウンド

の寄与も大きく、散乱断面積が 149Sm より 3 桁以上小さ

いナトリウムやカリウムに適用するには、まずバックグ

ラウンドの大幅な低減が必要と考えられる。今後は、以

上の点を考慮に入れ、単色中性子による TN-γ測定に取
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図１(a)  Sm 金属ペレット試料のγ線スペクト

ル。測定時間 4000 秒、(b) シャッター閉状態のバ

ックグラウンドスペクトル。測定時間 200 秒のデ

ータを 20 倍して表示。 
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り組んでゆく。 
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